
国際理解第ｓ号

１ＳＳＳ 

岡山県国際理解教育研究会



征
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
子
供
た
ち
…
…
：
…
…
…
…
・
…
…
・
…
…
…
：
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
・
…
・
…
…
…
・
…
：

８
現
地
理
解
教
育
を
通
し
て
ド
イ
ツ
の
農
業
を
探
る
…
…
…
…
：
：
…
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
．
…
…

９
日
本
と
日
本
人
の
典
の
国
際
性
酒
養
の
た
め
に
「
地
の
塩
」
を
育
て
る
こ
と
を
…
…
：
…
…
…
…
…
…
・
…

世
界
の
国
々
に
学
ぶ
（
帰
国
教
師
の
レ
ポ
ー
ト
）

Ｌ
「
ち
が
い
」
を
理
解
す
る
…
…
…
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
…
…
…
…
…
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

２
マ
ー
ー
ラ
日
本
人
学
校
に
お
け
る
日
本
語
指
導
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

ご
挨
拶
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
国
際
理
解
教
育
研
究
会
会
及

世
界
の
日
本
人
学
校
か
ら
（
現
派
遣
教
師
の
レ
ポ
ー
ト
）

．
Ｌ
ロ
ン
ド
ン
日
本
人
学
校
の
英
会
話
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
…
…
…
…
。

ｚ
ベ
ル
ギ
ー
に
お
け
る
言
語
環
境
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

ａ
我
が
愛
す
る
第
二
の
故
郷
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
：

４
補
習
授
業
校
が
抱
え
る
問
題
…
…
…
：
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
・
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

ａ
近
く
て
遠
い
国
～
台
湾
～
…
…
…
…
…
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
…
・
…
・
…
…

６
世
界
最
大
の
群
島
国
家
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
…
…
…
…
…
…
…
・
…
：
…
…
…
：
：
…
…
…
…
…
…
…
：
…
…
・
…
・
・
…

次

森西

崎

英正

志明

4５３９ 

成薄野服渡後森赤 小 森

武
泰
稔
１

石上部辺藤本松野本

瀞茂雅英清康逝

之樹博誠信晋二弘大明

3２２７２３１８１６１３１０７５ 



本
会
会
則
…
・
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
：
…
…
…
…
：
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
・
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
…
…

現
派
逝
者
名
簿
…
…
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
．
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
：
…
…
…
…
…
…
…
…

平
成
４
年
度
役
員
名
簿
・
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
：
…
…
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
。

海
外
派
遣
者
名
簿
（
帰
国
者
）
…
・
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
・
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…

１
（
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
と
豆
の
木
・
…
…
…
…
・
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
尾
崎

達

ａ
南
米
「
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
」
の
料
理
・
食
べ
物
に
つ
い
て
。
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
三
村
秀
樹

＆
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
小
学
生
…
…
…
・
…
…
…
…
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
森

英
志

「
国
際
理
解
教
育
」
諏
考
…
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
…
…
…
…
…
・
…
…
・
…
…
…
…
…
・
…
・
…
…
・
…
…
…
…
…
…
三
宅
正
勝

，
、
，
国
の
歴
史
を
ど
う
見
る
か
（
日
本
と
中
国
の
歴
史
教
科
懇
を
比
較
し
て
）
第
３
部
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
：
…
黒
田
忠
男

「
子
供
の
た
め
の
世
界
の
国
為
」
を
使
っ
た
国
際
理
解
教
育
の
爽
践
『
昭
耐
勘
と
呼
ば
れ
て
い
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
』
…
太
田
匝
宏

こ
の
ご
ろ
思
う
こ
と
・
…
…
…
…
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
垣
見
懲
拾

岡
山
県
下
の
国
際
交
流
団
体
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
阿
比
留

仰

平
成
四
年
度
耶
樂
報
告
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
…
…
…
・
・
…

４
コ
ス
タ
リ
カ
の
選
挙

子
供
の
た
め
の
世
界
の
国
々

３
正
し
い
日
本
譜
の
環
境
づ
く
り
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
竹
本
健
司
釦

４
コ
ス
タ
リ
カ
の
選
挙
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
…
…
…
…
…
…
…
：
…
山
田
羊
平
説

1２３１２２１２１１１８１１７１０５１００９６ 8８ 8２ 7５ 6８ 6３ 



〒了、～

学
校
で
は
、
国
際
化
へ
の
対
応
と
い
う
こ
と
が
強
調
さ
れ
、
外
国
で
は
ヨ
ク
サ
イ
カ
」
と
い
う
言
葉
が
外
来
語
に
な
り

つ
つ
あ
る
と
山
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
代
に
あ
っ
て
、
わ
た
し
た
ち
の
Ⅱ
子
『
国
際
理
解
』
鰯
九
号
を
発
刊
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
昨
年
度
は
『
子
供
の
た
め
の
世
界
の
国
ぐ
に
』
を
発
行
し
て
い
ま
す
か
ら
、
事
実
上
第
十
号
と
考
え
て
も
よ

い
と
思
い
ま
す
。
会
員
の
ご
努
力
と
関
係
団
体
の
ご
支
援
の
腸
と
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
世
界
の
情
勢
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
ソ
ビ
エ
ト
迎
邦
が
崩
壊
し
、
世
界
の
冷
戦
体
制
は
改
善
さ
れ
た
も
の
の
、
世

界
の
各
地
で
民
族
対
立
や
宗
教
上
の
対
立
が
激
化
し
て
き
ま
し
た
。
日
米
の
。
ハ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
も
多
く
の
課
題
を
も
っ
て

い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
各
地
の
紛
争
や
雌
民
等
へ
の
わ
が
国
の
国
際
貢
献
の
在
り
方
な
ど
、
国
際
的
な
探
題
は
山
積
し
て

新
し
い
教
育
過
程
が
小
・
中
学
校
と
も
全
面
実
施
に
な
り
、
国
際
化
へ
の
対
応
が
強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
国

際
化
と
い
え
ば
、
外
国
人
を
招
い
て
歌
や
ゲ
ー
ム
の
よ
う
な
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
そ
れ
で
終
わ
り
と
い
う
こ
と
が
多

か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
学
校
で
は
、
や
は
り
毎
時
間
の
授
業
を
ど
の
よ
う
に
展
開
す
る
か
が
蛾
も
大
切
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。
各
教
科
等
の
授
業
で
、
小
学
校
低
中
学
年
か
ら
わ
が
国
の
文
化
を
し
っ
か
り
と
認
搬
さ
せ
、
外
国
の
存
在
に

気
づ
か
せ
る
こ
と
、
小
学
校
高
学
年
か
ら
中
学
校
に
お
い
て
は
、
わ
が
国
の
文
化
や
歴
史
に
つ
い
て
の
認
識
を
深
め
、
世
界

の
民
族
や
文
化
を
深
く
理
解
し
、
相
互
に
樋
め
合
う
こ
と
が
ま
す
ま
す
大
切
に
な
っ
て
き
た
と
考
え
ま
す
。

い
ま
す
。

Ｌ
ｔ
ｈ
１
 

ゴ
ー

挨
拶

た
け

会
長
武

や
す

と
し

泰
稔
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ま
た
、
モ
ノ
・
カ
ネ
の
国
際
化
か
ら
ヒ
ト
の
交
流
の
時
代
に
入
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
．
わ
が
国
の
労
働
力
不
足
を
補

う
た
め
に
多
く
の
外
国
人
労
働
者
が
来
日
し
て
い
ま
す
。
外
国
人
留
学
生
も
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、
卒
業
後
も
日
本
に
就

職
す
る
ケ
ー
ス
も
多
い
よ
う
で
す
。
一
方
、
戦
前
か
ら
の
在
日
外
国
人
及
び
そ
の
二
・
三
世
も
大
勢
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

人
々
と
ど
の
よ
う
に
相
互
理
解
を
深
め
て
い
く
か
。
ま
た
、
そ
の
子
女
の
教
育
を
わ
が
国
の
学
校
で
ど
の
よ
う
に
進
め
る

か
。
今
後
の
大
変
大
き
な
課
題
と
い
え
ま
す
．

本
研
究
会
が
発
足
し
た
の
は
昭
和
五
十
六
年
で
す
か
ら
、
も
う
十
数
年
が
経
過
し
た
わ
け
で
す
。
会
員
は
百
三
十
名
を
超

え
ま
し
た
．
昨
年
度
は
、
全
国
国
際
理
解
教
育
研
究
大
会
を
、
就
突
女
子
大
学
を
会
場
に
全
国
か
ら
七
百
名
を
超
え
る
参
加

者
を
迎
え
て
、
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
福
武
哲
彦
賞
を
授
賞
す
る
と
い
う
名
誉
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
わ
た
し
た
ち
の
研
究
会
が
よ
う
や
く
社
会
に
認
知
さ
れ
、
期
待
を
も
た
れ
る
よ
う
な
存
在
に
な
り
つ
つ
あ
る

こ
と
を
、
実
感
す
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
今
後
の
本
研
究
会
の
責
務
は
大
き
い
と
い
え
ま
す
。

今
回
の
本
誌
発
行
に
も
、
例
年
の
と
お
り
福
武
教
育
振
興
財
団
の
助
成
を
し
て
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
ご

協
賛
い
た
だ
い
た
各
社
、
玉
稿
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
皆
様
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

２ 
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ロ
ン
ド
ン
日
本
人
学
校
は
、
小
中
あ
わ
せ
て
、
約
千
人
の
児
童
生

徒
が
い
る
が
、
彼
ら
に
は
、
英
会
話
の
時
間
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

小
一
と
小
二
は
週
二
時
間
、
小
一
一
一
～
中
三
は
週
一
一
一
時
間
の
割
り
当
て

が
あ
る
．
例
え
ば
、
小
学
部
四
年
だ
と
、
能
力
別
に
Ａ
か
ら
Ｉ
ク
ラ

ス
に
分
け
て
い
る
。
児
童
は
、
英
会
話
の
時
間
に
な
る
と
、
各
ク
ラ

ス
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
英
会
話
の
先
生
の
教
室
へ
移

動
す
る
こ
と
に
な
る
。
Ａ
か
ら
Ｇ
ま
で
は
英
人
の
先
生
方
、
Ｈ
と
Ｉ

ク
ラ
ス
は
日
本
人
の
英
語
の
先
生
方
と
の
学
習
に
な
る
。

さ
て
、
Ａ
ク
ラ
ス
の
教
室
を
の
ぞ
い
て
み
よ
う
。
人
数
は
九
人
で

す
べ
て
の
児
童
が
三
年
間
程
度
の
現
地
校
経
験
者
で
し
め
ら
れ
て
い

る
。
学
習
内
容
は
、
プ
リ
ン
ト
の
例
文
を
読
み
、
そ
れ
を
基
に
、
生

ま
れ
て
か
ら
今
ま
で
の
自
分
の
経
験
を
英
作
文
を
作
り
、
み
ん
な
の

前
で
発
表
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
発
音
を
聞
い
て
い

る
と
、
美
し
く
言
葉
と
し
て
つ
な
が
っ
て
い
る
。
彼
ら
が
現
地
校
経

験
の
日
々
の
生
活
の
中
で
耳
が
覚
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん

私
に
は
、
彼
ら
の
発
表
の
内
容
が
す
べ
て
わ
か
る
わ
け
で
は
な
い
。

ロ
ン
ド
ン
日
本
人
学
校
の
英
会
話

ロ
ン
ド
ン
日
本
人
学
校

森
本
道
明

次
に
Ｃ
ク
ラ
ス
の
橡
子
を
み
て
み
る
と
、
十
三
人
の
子
供
を
三
グ

ル
ー
プ
に
分
け
て
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
違
っ
た
内
容
を
学
習
し
て
い

た
。
現
地
校
で
は
、
ク
ラ
ス
の
中
で
色
々
な
事
に
挑
戦
し
て
い
る
子

供
た
ち
が
い
て
、
び
っ
く
り
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
の
ク
ラ
ス

は
、
現
地
枝
と
日
本
人
学
校
と
の
中
間
と
い
う
授
業
形
態
で
あ
ろ
う

か
。
学
習
は
す
べ
て
英
語
で
行
わ
れ
、
グ
ル
ー
プ
内
で
質
問
を
す
る

子
供
と
答
え
る
子
供
と
に
分
か
れ
て
、
役
割
分
担
が
あ
り
、
英
会
話

が
主
体
の
授
業
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
先
生
の
言
葉
が
す
べ
て
英
語
な

の
で
、
指
示
が
う
ま
く
子
供
た
ち
に
伝
わ
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
ら
し

く
、
グ
ル
ー
プ
内
で
日
本
語
で
「
早
く
し
る
よ
。
」
と
か
「
は
っ
き

り
言
え
よ
。
」
と
か
言
う
こ
と
も
し
ば
し
ば
。
で
も
ク
ラ
ス
に
よ
っ

て
は
、
授
業
中
、
日
本
語
を
使
用
す
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
ク

ラ
ス
も
あ
る
と
の
こ
と
。

Ｈ
ク
ラ
ス
は
、
日
本
か
ら
来
て
間
も
な
い
子
供
（
半
年
ぐ
ら
い
）

が
ほ
と
ん
ど
。
彼
ら
は
、
英
語
の
力
不
足
か
ら
、
先
生
も
日
本
人
。

指
示
や
説
明
も
日
本
語
で
学
習
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
テ
ー
プ
を
聞

い
て
、
そ
の
こ
と
を
プ
リ
ン
ト
に
書
き
込
ん
で
い
く
こ
と
が
主
な
学

習
内
容
に
な
っ
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
単
語
を
知
ら
な
け
れ
ば
言
葉
も

書
き
込
め
な
い
の
で
、
単
語
を
書
く
練
習
が
あ
り
、
日
本
の
漢
字
テ

ス
ト
同
様
に
、
ラ
イ
テ
ン
グ
の
小
テ
ス
ト
が
毎
時
間
行
わ
れ
る
と
の

こ
と
だ
。
年
間
二
回
程
度
次
の
ク
ラ
ス
に
移
る
機
会
が
あ
り
、
そ
の
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子
供
の
能
力
に
応
じ
て
次
の
ク
ラ
ス
に
移
る
こ
と
に
な
る
。

英
語
圏
に
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
親
と
し
て
は
、
英
語
の
力
を
子

供
に
つ
け
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
し
か
し
、
日
本
人
学

校
に
来
る
と
、
彼
ら
の
学
校
生
活
も
家
庭
生
活
も
日
本
語
と
な
る

と
、
生
活
の
中
で
英
語
を
使
用
す
る
機
会
は
少
な
く
、
英
語
を
使
用

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
要
性
も
な
く
な
る
。
彼
ら
が
英
語
を
使
用

す
る
の
は
、
日
本
人
学
校
の
英
会
話
の
時
間
と
家
に
よ
っ
て
は
、
英

人
の
家
庭
教
師
に
よ
る
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
レ
ッ
ス
ン
の
時
だ
け
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
確
か
に
ロ
ン
ド
ン
日
本
人
学
校
の
子
供
た
ち
は
、
日

本
に
い
る
よ
り
英
語
に
接
す
る
機
会
は
多
い
と
は
思
う
が
、
イ
ギ
リ

ス
に
い
る
か
ら
、
英
語
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
は
い
か
な
い
。
残

念
な
が
ら
、
ロ
ン
ド
ン
は
日
本
と
全
く
同
じ
生
活
が
で
き
る
ま
で

に
、
日
本
人
の
た
め
の
店
、
料
理
屋
さ
ん
、
床
屋
、
学
校
、
衛
星
放

送
、
新
聞
、
病
院
等
々
そ
ろ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
子
供
た
ち
の
家

に
帰
っ
て
か
ら
の
楽
し
み
は
、
日
本
の
マ
ン
ガ
・
日
本
か
ら
の
ビ
デ

オ
テ
ー
プ
な
ど
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

｡ 

Ｃクラスの授業の様子

－６－ 



ペ
ル
ギ
ー
の
概
要

昔
か
ら
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
交
差
点
』
と
呼
ば
れ
て
き
た
ベ
ル
ギ
ー

は
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
心
に
位
置
し
て
い
ま
す
．
（
図
①
）

ド
イ
ツ
の
ベ
ル
リ
ン
を
除
く
他
の
四
カ
国
の
首
都
は
、
ベ
ル
ギ
ー

の
首
都
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
か
ら
半
径
三
百
五
十
ｍ
の
円
の
中
に
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
自
動
車
や
国
際
列
車
な
ら
二
時
間
か
ら
四
時
間
、
飛
行

機
で
は
一
時
間
前
後
の
距
離
で
す
．

面
積
は
関
東
地
方
ぐ
ら
い
で
、
日
本
の
約
十
二
分
の
一
で
す
。
西

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
巾
で
も
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ス
イ
ス
な

ど
と
と
も
に
小
国
で
す
。

人
口
は
約
一
○
○
○
万
人
で
、
面
積
と
同
じ
く
日
本
の
約
十
二
分

の
一
で
す
。
首
都
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
人
口
は
約
一
○
○
万
人
で
す

が
、
こ
の
人
口
の
約
二
十
五
％
を
外
国
人
が
占
め
て
い
る
こ
と
は
驚

く
べ
き
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
相
当
数
の
外
国
人
労
働
者
を
受
け

入
れ
て
い
る
こ
と
や
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
Ｅ
Ｃ
を
は
じ
め
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ

な
ど
の
国
際
機
関
が
集
中
し
て
い
る
た
め
で
す
。

ベ
ル
ギ
ー
に
お
け
る
言
語
環
境

ブ
ラ
ッ
セ
ル
日
本
人
学
校

小
野

大

言
語
境
界
線

こ
の
小
さ
な
国
ベ
ル
ギ
ー
に
は
公
用
語
が
三
祇
類
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
ワ
ロ
ン
語
（
フ
ラ
ン
ス
語
の
方
言
）
、
フ
ラ
マ
ン
語
（
オ
ラ
ン

ダ
語
の
方
言
）
、
ド
イ
ツ
語
で
す
。
こ
れ
ら
の
言
語
を
話
す
人
達
は

民
族
も
違
い
ま
す
。
ワ
ロ
ン
人
は
フ
ラ
ン
ス
人
な
ど
と
同
じ
ラ
テ
ン

系
で
す
し
、
フ
ラ
マ
ン
人
は
ド
イ
ツ
人
な
ど
と
同
じ
ゲ
ル
マ
ン
系
で

す
。
こ
の
う
ち
ド
イ
ツ
語
圏
は
、
第
一
次
大
戦
後
に
合
併
さ
れ
た
地

域
で
人
数
も
少
な
い
の
で
す
が
、
フ
ラ
マ
ン
語
圏
と
ワ
ロ
ン
語
圏
は

国
士
を
上
下
に
大
き
く
二
分
し
て
い
ま
す
．
（
図
②
）
こ
れ
が
言
語

轍

’ 
~卍一再
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(図①）
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境
界
線
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
言
語
の
国
境
と
言
え
る
も
の
で
す
。

こ
の
境
界
線
（
州
や
町
の
境
界
線
）
を
越
え
る
と
、
話
さ
れ
る
言
葉

は
も
ち
ろ
ん
広
告
の
文
字
や
新
聞
、
雑
誌
、
さ
ら
に
地
名
さ
え
も
違

い
ま
す
。
た
だ
首
都
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
だ
け
は
フ
ラ
マ
ン
語
圏
の
中
に

あ
り
な
が
ら
、
ワ
ロ
ン
人
が
八
十
五
％
も
住
ん
で
い
る
の
で
、
両
一
宮

語
地
域
と
い
う
特
別
な
地
域
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ツ

(図②）

言
語
環
境

ベ
ル
ギ
ー
は
一
つ
の
国
に
異
文
化
が
存
在
し
て
い
る
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。
特
に
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
は
ワ
ロ
ン
人
や
フ
ラ
マ
ン
人
だ
け
で

な
く
、
他
の
外
国
人
も
多
く
住
ん
で
い
る
の
で
異
文
化
が
混
在
し
て

い
る
と
言
え
ま
す
。
こ
の
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
様
子
を
言
葉
の
面
か
ら

紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
は
道
路
標
識
や
駅
前
な
ど
は
二
カ
国
語
で
表
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
公
的
機
関
か
ら
の
文
書
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
他
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
必
ず
二
カ
国
語
で
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
食
料
品

な
ど
も
必
ず
二
カ
国
語
で
説
明
が
書
か
れ
て
ま
す
．
（
資
料
①
）

こ
の
よ
う
な
言
語
環
境
な
の
で
、
言
語
教
育
に
は
特
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
学
校
で
は
小
学
校
四
年
生
か
ら
第
二
言
語
の
学
習
を
開

始
し
ま
す
。
さ
ら
に
中
学
二
年
生
か
ら
第
一
一
一
言
語
の
学
習
に
入
り
ま

す
。
幼
稚
園
の
と
き
に
母
国
語
で
は
な
い
ほ
う
の
幼
稚
園
に
通
わ
せ

た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
一
般
に
ベ
ル
ギ
ー
人
の
言
語
に
関
す

る
興
味
関
心
は
高
く
、
語
学
学
校
も
た
く
さ
ん
あ
り
、
年
齢
、
性
別

を
問
わ
ず
多
く
の
人
が
そ
こ
で
学
ん
で
い
ま
す
．
夜
間
の
コ
ー
ス
で

真
剣
に
学
ぶ
学
生
や
勤
労
者
の
姿
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
こ
の
こ
と

を
裏
付
け
る
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
最
近
の
就
職
条
件
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
、
三
ケ

国
語
だ
け
し
か
で
き
な
い
人
は
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
も
っ
て
い
る
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よ
う
な
も
の
で
す
．
二
カ
国
語
で
は
職
業
を
週
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
三
カ
国
語
で
何
と
か
職
に
つ
け
る
程
度
で
、
よ
い
給
料
の
職
に

つ
く
に
は
最
低
四
カ
国
語
は
必
要
で
す
。
』
と
い
う
も
の
で
す
。

二
時
間
か
そ
こ
ら
走
れ
ば
異
な
る
言
語
の
国
へ
行
く
こ
と
が
で
き

る
ベ
ル
ギ
ー
の
よ
う
な
国
で
は
、
複
数
の
言
語
を
身
に
つ
け
る
こ
と

は
と
て
も
亜
要
な
こ
と
で
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
異
文
化
の
人
述
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
進
み
、
市
民
レ
ベ
ル
で
の
お
互
い
の
理

解
が
深
ま
る
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。
そ
れ
が
こ
の
小
さ
な
国
を
、
大

国
の
中
で
存
続
さ
せ
る
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
■■ ■■ 

(資料①）
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こ
の
地
に
赴
任
し
、
三
度
目
の
正
月
を
迎
え
、
い
よ
い
よ
三
月
に

は
帰
任
す
る
。
思
い
起
し
て
み
れ
ば
方
角
は
お
ろ
か
言
語
の
全
く
異

る
世
界
に
赴
任
し
、
訳
も
分
か
ら
な
い
ま
ま
ホ
テ
ル
か
ら
本
校
入
学

式
会
場
へ
搬
入
さ
れ
た
の
が
、
つ
い
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ

る
。し
か
し
、
今
、
帰
任
を
前
に
し
て
振
り
返
っ
て
見
れ
ば
、
様
々
な

出
会
い
、
様
々
な
出
来
事
な
ど
が
貴
重
な
宝
石
の
よ
う
に
想
い
起
こ

さ
れ
る
。

「
補
習
事
集
校
と
い
う
学
校
」

日
本
国
内
の
学
校
関
係
者
で
も
、
正
砿
に
内
容
を
指
示
で
き
る
方

は
、
少
な
い
の
で
は
と
思
わ
れ
る
。
私
の
赴
任
に
際
し
て
も
、
「
そ

れ
は
何
を
す
る
学
校
か
」
「
で
は
、
教
員
の
一
週
間
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
」
「
そ
の
学
校
の
法
的
根
拠
は
」
等
々
多
数
の
質
問
を
受

け
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
簡
単
に
脱
明
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

ｏ
補
習
授
業
校
と
は
、
土
晒
日
の
み
棚
か
れ
る
定
時
制
教
育
機
関
で

「
我
が
愛
す
る
第
二
の
故
郷
」

北
東
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
補
習
授
業
枝

（
文
部
省
派
迫
教
輸
）
校
長
赤
松
蹴
弘

あ
り
、
迦
術
、
土
暇
日
の
午
前
中
三
時
間
の
み
開
か
れ
る
。
（
一
部

補
習
授
業
佼
で
は
午
前
中
三
時
川
、
午
後
一
時
間
ま
た
は
、
月
剛
か

ら
金
剛
の
四
時
頃
か
ら
短
時
間
棚
校
し
て
い
る
所
も
有
り
、
そ
の
地

域
の
災
状
に
即
し
榔
々
な
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
）

ｏ
指
導
教
科
は
、
一
般
的
に
国
雁
の
み
で
あ
る
が
、
岐
近
の
傾
向
と

し
て
父
母
の
要
求
も
あ
り
算
数
・
数
学
を
一
時
川
取
り
入
れ
て
い
る

学
校
も
あ
る
。

ｏ
月
剛
か
ら
金
剛
日
ま
で
の
子
供
達
の
生
活
は
、
現
地
枝
に
血
っ
て

い
る
た
め
、
朝
か
ら
夕
ま
で
全
部
英
語
の
世
界
で
あ
る
。
本
来
的
に

日
本
人
は
大
半
が
帰
国
を
前
提
と
し
て
い
る
た
め
、
日
本
語
の
力
を

保
持
、
向
上
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
校
も
こ
の
よ
う
な
日
本
人

子
女
を
持
つ
父
母
の
努
力
に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

・
日
本
語
の
保
持
、
向
上
と
一
口
に
言
っ
て
も
、
実
に
難
し
い
問
題

が
山
積
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
日
本
へ
帰
国
し
た
時
に
、
法

的
に
有
効
な
現
地
生
活
を
証
明
す
る
書
類
は
、
現
地
枚
の
成
績
証
明

書
で
あ
っ
て
、
補
習
校
の
で
は
な
い
。
（
日
本
人
学
校
は
全
日
制
で

あ
り
日
本
国
内
学
校
と
全
く
同
一
に
扱
わ
れ
る
に
対
し
て
、
補
習
校

は
全
く
任
意
団
体
で
あ
っ
て
、
日
本
国
内
に
於
て
は
何
ら
か
法
的
効

力
を
持
た
な
い
。
ち
な
み
に
全
世
界
に
存
在
す
る
日
本
人
子
女
の
教

育
を
目
的
と
す
る
学
校
の
う
ち
約
八
十
五
校
が
日
本
人
学
校
で
、
補

習
枚
は
そ
の
約
二
倍
の
百
六
十
七
校
も
あ
る
の
で
あ
る
。
）
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そ
の
た
め
、
現
地
枚
の
学
習
も
疎
か
に
で
き
ず
、
難
解
な
質
問
に

親
子
で
辞
書
を
ひ
き
な
が
ら
深
夜
ま
で
学
習
し
て
い
る
と
い
う
例
は

少
な
く
な
い
。
（
私
の
長
女
は
中
学
一
年
終
了
後
、
渡
英
し
た
が
、

現
地
枝
の
学
習
、
も
ち
ろ
ん
英
語
に
つ
い
て
行
け
る
よ
う
に
な
る
に

は
、
実
に
一
年
を
要
し
、
毎
晩
の
よ
う
に
家
族
三
人
頭
を
突
き
合
わ

せ
、
プ
リ
ン
ト
の
解
読
に
頭
を
痛
め
た
も
の
で
す
。
こ
れ
も
過
ぎ
て

し
ま
え
ば
楽
し
い
想
い
出
な
の
で
す
が
。
…
）
そ
し
て
、
こ
の
他
に
日

本
か
ら
の
通
信
教
育
が
あ
る
。
別
に
強
制
で
は
な
く
個
人
の
責
任
な

の
で
や
ら
な
く
て
も
良
い
の
だ
が
、
親
の
国
際
理
解
度
に
比
し
、
日

本
国
内
の
現
状
を
よ
く
理
解
？
し
て
い
る
中
学
生
達
は
、
全
員
が
こ

の
皿
信
教
育
（
国
語
、
数
学
、
理
科
、
社
会
〉
に
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
本
校
の
児
武
、
生
徒
数
は
約
百
名
で
あ
る
が
、
そ
の

う
ち
．
通
信
教
育
を
受
辮
と
し
て
い
な
い
子
供
は
十
人
も
い
な
い
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
月
畷
か
ら
金
暇
ま
で
の
現
地
枝
で
の
学
習
と

宿
題
（
中
学
生
段
階
に
な
る
と
大
量
の
宿
題
が
出
る
）
、
そ
し
て
通

信
教
育
、
補
習
校
か
ら
の
宿
題
と
正
に
彼
ら
は
三
砿
苦
の
世
界
に
い

る
の
で
あ
る
。

補
習
校
の
先
生
に
は
誰
が
な
る
の
か
。
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

一
応
原
則
的
に
は
、
大
学
卒
業
者
と
し
て
あ
る
が
、
企
業
の
奥
さ
ん

（
駐
在
員
の
）
の
中
に
そ
う
適
任
者
が
ざ
ら
に
は
い
な
い
し
、
又
彼

ら
は
帰
国
し
て
行
く
。
い
き
お
い
現
地
永
住
者
を
採
用
す
る
こ
と
と

な
る
が
、
彼
ら
の
経
歴
か
ら
し
て
も
解
る
よ
う
に
様
々
な
人
生
を
経

験
し
て
い
る
方
々
で
あ
る
。
し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
外
国
在
住
が

焚
く
な
り
過
ぎ
る
と
、
ロ
で
言
え
な
い
弊
瞥
も
出
て
来
る
。
日
本
鰭

が
適
切
に
用
い
得
な
い
。
日
本
人
的
思
考
が
で
き
な
い
。
現
地
的
教

育
方
針
を
取
る
な
ど
、
父
母
か
ら
苦
情
の
出
る
こ
と
も
あ
る
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
千
差
万
別
の
教
師
を
ま
と
め
研
修
体
制
を
砿
立
す

る
の
が
私
の
一
年
目
の
馳
務
の
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
よ
う
な
気
が
す

る
。

ｏ
補
習
校
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
土
畷
日
だ
け
で
あ
る
の
で
独
自
の

学
校
を
建
設
で
き
な
い
。
よ
っ
て
ほ
と
ん
ど
の
補
習
枝
は
現
地
の
学

校
を
併
用
す
る
こ
と
と
な
る
。
（
現
地
の
学
校
は
、
完
全
週
五
日
伽

の
た
め
士
珊
日
は
空
い
て
い
る
）
本
校
で
借
用
し
て
い
る
の
は
北
來

部
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
中
心
都
市
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
市
の
南
、
ワ
シ
ン

ト
ン
（
米
国
大
統
領
の
祖
父
の
出
身
地
）
市
に
あ
る
オ
ッ
ク
ス
・
ク

ロ
ス
・
コ
ン
ブ
リ
ヘ
ン
シ
プ
・
ス
ク
ー
ル
内
に
あ
る
。
日
本
で
言
う

中
学
と
高
校
を
合
わ
せ
た
よ
う
な
学
校
で
十
一
才
か
ら
十
八
才
ま
で

の
生
徒
が
約
千
人
通
学
し
て
い
る
。
（
英
国
の
教
育
制
度
で
は
十
六

才
で
義
務
教
育
は
終
了
す
る
が
、
大
学
進
学
希
望
者
の
た
め
に
二
年

間
の
進
学
コ
ー
ス
が
あ
る
。
）
通
常
は
多
数
の
生
徒
で
混
雑
し
て
い

る
こ
の
学
校
も
土
昭
日
に
な
る
と
誰
も
い
な
い
。
そ
こ
へ
朝
早
く
よ

り
待
ち
か
ね
た
日
本
人
子
女
が
高
速
近
路
片
逝
一
時
間
を
も
の
と
も

－１１－ 



せ
ず
弧
り
切
っ
て
登
校
し
て
く
る
の
で
す
。
思
い
っ
き
り
日
本
鑑
で

蹄
し
、
忠
い
つ
き
り
日
本
人
だ
け
で
遊
び
、
最
新
慨
報
や
マ
ン
ガ
を

交
換
す
る
た
め
、
た
と
え
宿
題
は
忘
れ
て
い
て
も
補
習
枚
だ
け
は
休

ま
な
い
。
よ
く
父
母
か
ら
耳
に
す
る
言
葉
で
あ
る
。
企
業
駐
在
員
の

子
女
で
あ
る
か
ら
任
期
満
了
に
伴
い
枢
山
者
は
絶
え
間
な
い
。
そ
の

皮
に
お
別
れ
会
を
し
、
別
れ
を
惜
し
み
、
再
会
を
た
く
す
彼
ら
な
の

だ
。
そ
し
て
新
し
い
友
と
の
出
会
い
。

こ
の
三
年
間
に
ど
れ
だ
け
多
数
の
人
と
出
会
い
、
別
離
の
悲
し
さ

を
味
わ
っ
た
か
。
日
本
国
内
の
学
校
で
は
体
験
出
来
な
い
貴
重
な
経

験
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

日
本
国
内
で
の
入
試
地
獄
を
知
り
な
が
ら
、
雄
々
し
く
生
徒
会
長

の
大
役
を
引
き
受
け
、
毎
週
週
く
ま
で
残
り
、
運
動
会
を
始
め
と
す

る
各
種
行
事
の
準
備
を
引
き
受
け
て
く
れ
た
Ｈ
さ
ん
。
英
国
に
補
習

枚
卒
業
後
も
単
身
残
り
大
学
進
学
を
目
指
す
Ｉ
君
な
ど
。
国
際
的
感

覚
を
身
に
つ
け
た
彼
ら
の
将
来
に
エ
ー
ル
を
送
り
た
い
。

短
い
三
年
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
子
供
た
ち
と
の
出
会
い
、
教

育
熱
心
な
同
僚
諸
氏
、
父
母
、
そ
し
て
何
よ
り
現
地
の
方
々
の
温
か

い
心
に
接
し
、
忘
れ
難
い
三
年
間
と
な
っ
た
．
又
、
い
つ
の
日
か

き
っ
と
こ
の
地
を
第
二
の
故
郷
と
し
て
肋
ず
れ
る
予
感
が
し
て
な
ら

な
い
。

嫌
馨
ａ2 

￣￣ 

￣￣ 
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一
は
じ
め
に

ハ
ン
ガ
リ
ー
は
、
一
九
八
九
年
の
東
欧
の
民
主
化
に
よ
り
、
共
産

主
義
体
制
か
ら
訣
別
し
市
場
原
理
を
取
り
入
れ
、
経
済
体
制
は
大
き

く
変
わ
っ
て
き
た
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
は
、
東
欧
の
中
で
は
経
済
改
革
が
最
も
順
調
に
進
ん

で
い
る
と
い
わ
れ
、
商
店
に
は
数
多
く
の
商
品
が
並
ん
で
い
る
。

ま
た
、
近
年
外
国
か
ら
の
投
資
も
盛
ん
に
な
り
、
合
弁
企
業
も
増
加

し
つ
つ
あ
る
。

し
か
し
、
一
方
で
は
失
業
率
、
イ
ン
フ
レ
な
ど
の
社
会
問
題
も
深

刻
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
首
都
ブ
タ
ペ
ス
ト
は
、
人
口
二
百
万
人
を
越
え
る
大

都
市
で
あ
る
。
全
人
口
の
五
分
の
一
が
こ
の
都
市
に
集
中
し
て
お

り
、
政
治
、
経
済
、
文
化
の
中
心
地
と
な
っ
て
い
る
。

補
習
授
業
校
が
抱
え
る
問
題

二
本
枝
の
概
要
と
児
童
生
徒
の
実
態

本
校
は
、
昭
和
五
十
一
年
ブ
ダ
ペ
ス
ト
日
本
語
補
習
枚
と
し
て
、

ブ
ダ
ペ
ス
ト
日
本
人
補
習
校

森
本
清
二

三
本
枚
が
抱
え
る
問
題
点

Ⅲ
時
間
数
の
確
保
と
教
材
の
綱
迦

準
全
日
制
補
習
授
業
校
と
い
う
こ
と
で
授
業
は
毎
日
行
っ
て
い
る

も
の
の
、
各
学
年
の
児
丞
生
徒
が
学
校
に
来
る
の
は
、
週
三
日
で
あ

る
。
（
表
二

週
当
た
り
の
時
間
数
は
、
国
語
・
算
数
が
各
三
時
間
、
理
科
・
社
会

（
生
活
）
が
週
一
時
間
と
日
本
人
学
校
の
三
分
の
一
で
あ
る
。
故
に

教
材
を
教
科
書
中
心
に
趣
い
て
い
る
本
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、

教
材
の
縞
選
は
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
児
童
生
徒
の
実
態
に

応
じ
た
教
材
の
綱
週
と
時
Ⅲ
数
の
確
保
が
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

小
中
学
生
を
対
鐘
に
週
三
回
、
国
語
と
算
数
の
複
式
授
業
を
し
た
の

が
始
ま
り
で
あ
る
。
昭
和
五
十
四
年
、
月
曜
日
か
ら
士
暇
日
ま
で
の

単
全
日
制
補
習
授
業
枚
と
し
て
単
式
授
業
を
開
始
し
、
現
在
に
い
た

る
。本
校
に
通
っ
て
来
て
い
る
児
童
生
徒
は
、
朝
か
ら
午
後
三
時
ま
で

は
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
や
現
地
枚
で
学
習
し
、
そ
の

後
本
校
で
学
ん
で
い
る
。
冊
宅
時
間
は
、
早
い
時
で
午
後
六
時
、
遅

い
時
で
午
後
七
時
を
過
ぎ
る
こ
と
が
あ
る
。
当
然
遊
ぶ
時
間
は
な

く
、
帰
宅
後
も
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
宿
題
に
追
わ
れ
る
と
い
う
鞘
神

的
に
も
肉
体
的
に
も
厳
し
い
生
活
を
お
く
っ
て
い
る
。

－１３－ 
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②
児
迩
生
徒
の
多
榔
化

現
地
に
Ⅲ
か
れ
た
補
習
授
業
枝
と
い
う
こ
と
で
、
本
校
で
は
日
本

国
緋
の
児
迩
生
徒
は
勿
飴
の
こ
と
、
入
学
基
叩
を
洲
た
し
た
日
本
と

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
亜
国
輔
の
児
亜
生
徒
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
輔
の
児
蹴
生

徒
の
入
学
も
蝿
め
て
い
る
。

こ
の
結
果
、
年
を
追
う
ご
と
に
児
迩
生
徒
の
多
樺
化
は
巡
み
、
現

在
、
児
血
生
徒
三
十
四
名
中
、
ｎ
国
鋪
の
児
近
が
七
名
、
ハ
ン
ガ

リ
ー
国
輔
の
児
童
が
五
名
と
全
体
の
三
分
の
一
を
占
め
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。
（
表
二
）

ま
さ
に
、
学
校
が
国
際
交
流
の
場
と
い
え
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
文

化
・
伝
統
を
理
解
す
る
上
で
は
意
義
が
あ
る
。
し
か
し
、
児
童
生
徒

の
多
橡
化
に
伴
い
、
い
く
つ
か
の
問
題
も
出
て
き
て
い
る
。

第
一
点
は
、
父
母
の
学
校
に
対
す
る
希
望
の
多
榔
化
で
あ
る
。
駐

在
員
の
父
母
は
、
帰
国
後
の
噸
応
や
受
験
中
心
の
指
導
を
強
く
希
望

し
、
重
国
籍
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
籍
の
父
母
は
日
本
語
の
保
持
を
希
望

す
る
。
学
校
と
し
て
こ
の
樺
々
な
希
望
に
対
応
し
て
い
く
か
が
難
し

い
点
で
あ
る
。

第
二
点
は
、
日
本
国
籍
の
児
正
生
徒
と
Ⅲ
国
籍
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
国

籍
の
児
童
生
徒
と
の
日
本
鋸
能
力
の
差
で
あ
る
．
後
者
の
中
に
は
、

日
本
で
の
学
校
生
活
の
経
験
が
全
く
無
い
者
も
い
る
。
学
習
の
錐
盤

と
な
る
日
本
寵
能
力
に
塾
が
あ
る
の
で
、
授
業
の
中
で
個
々
の
能
力

1４ 
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表２ 児童生徒の内訳
平Rdi5lF1ll4p現在

四
お
わ
り
に

国
際
社
会
が
拡
大
し
て
い
る
現
在
、
海
外
に
在
留
す
る
日
本
人
子

女
の
数
は
年
々
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
国
際
結
婚
に
よ
り
諏
国
緋

の
子
女
も
増
え
て
き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
補
習
授

業
校
を
含
め
た
在
外
教
育
施
設
の
位
腫
付
け
や
役
割
は
ま
す
ま
す
亟

要
に
な
っ
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ど
の
補
習
授
業
枝
も
が
も
つ
学
習
時
間
の
制
約
、
教
材
の
鞘
選
に

加
え
て
、
多
揮
化
す
る
児
童
生
徒
・
父
母
の
願
い
と
教
育
活
動
の
変

容
は
避
け
ら
れ
な
い
も
の
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

今
後
は
、
一
人
ひ
と
り
の
児
童
生
徒
の
実
態
を
充
分
把
握
し
た
上

で
、
教
員
も
研
修
・
研
究
を
深
め
、
父
母
と
協
力
し
な
が
ら
望
ま
し

い
補
習
授
業
枝
を
築
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

に
応
じ
た
指
導
を
展
開
す
る
か
が
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
現
在
、
日

本
語
能
力
が
低
い
児
童
生
徒
に
は
、
特
別
時
間
割
り
で
個
別
に
指
導

を
し
て
い
る
。
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一
九
七
二
年
、
田
中
内
閣
が
日
中
国
交
を
再
開
す
る
と
同
時
に
、

日
本
と
台
湾
は
断
交
す
る
班
と
な
っ
た
。
四
十
年
Ⅲ
の
日
本
統
治
時

代
も
含
め
、
日
本
と
親
密
な
関
係
に
あ
っ
た
国
で
あ
り
、
そ
の
交
流

の
歴
史
は
古
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
の
断
交
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
の
二
十
年
間
、
大
雑
把
な
一
一
固
い
方
で
は
あ
る
が
、
日
本
と

台
湾
は
と
も
に
、
目
覚
ま
し
い
経
済
・
文
化
の
発
展
を
遂
げ
て
き

た
。
両
国
と
も
工
業
製
品
輪
出
国
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
、
貿

易
黒
字
額
や
外
貨
保
有
高
な
ど
世
界
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に
ま
で
達
し

て
い
る
。
日
台
間
の
貿
易
も
年
々
増
加
し
、
民
間
レ
ベ
ル
で
の
交

流
・
交
易
が
政
治
断
交
後
も
健
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

現
在
で
も
多
く
の
邦
人
が
在
台
し
て
お
り
、
主
に
そ
の
子
弟
が
通
っ

て
い
る
台
北
日
本
人
学
校
の
規
模
は
世
界
の
在
外
教
育
施
股
の
中
で

も
五
指
に
入
る
大
き
さ
で
あ
る
。
（
千
十
五
名
平
成
五
年
一
月
）

さ
ら
に
、
台
湾
に
は
、
台
中
、
高
雄
に
も
日
本
人
学
校
が
あ
る
．

こ
の
小
さ
な
島
国
に
、
三
校
も
の
教
育
施
設
が
あ
る
の
で
あ
る
。
し

近
く
て
遠
い
国
～
台
湾
～

・
台
北
日
本
人
学
校

教
諭
後
藤

亟
曰

発展を遂げる台湾

1６ 



か
も
商
店
街
や
デ
パ
ー
ト
に
は
日
本
製
品
が
氾
濫
し
て
い
る
。
人
々

は
衛
星
放
送
で
日
本
の
番
組
を
見
た
り
、
日
本
の
歌
を
歌
っ
た
り
し

て
い
る
。
し
か
し
、
…
…
日
本
大
使
館
は
な
い
。
（
在
台
邦
人
の
世

話
を
し
て
い
る
の
は
、
交
流
協
会
と
い
う
所
で
あ
る
。
）

こ
の
事
実
を
、
わ
れ
わ
れ
日
本
人
は
、
そ
し
て
台
湾
の
人
達
は
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
日
本
と
台
湾
の
間
に
国
交
が

な
い
こ
と
す
ら
知
ら
な
い
人
が
多
い
中
で
、
こ
れ
か
ら
先
、
日
本
と

台
湾
の
関
係
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
か
。

最
近
、
台
湾
と
韓
国
が
国
交
を
断
絶
し
た
。
台
湾
と
正
式
に
国
交

を
結
ん
で
い
る
国
は
、
南
ア
フ
リ
カ
な
ど
、
極
少
数
の
国
だ
け
で
あ

る
。
韓
国
の
ニ
ュ
ー
ス
を
台
湾
の
地
で
聞
き
、
人
々
の
怒
り
や
落
胆

を
目
の
当
た
り
に
し
た
と
き
、
二
十
年
前
の
こ
と
を
想
像
し
た
。

台
湾
と
い
う
国
は
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
、
と
て
も
身
近
な
国
で

あ
り
な
が
ら
、
政
治
的
に
は
と
て
も
遠
い
国
な
の
で
あ
る
。

己，
ｃＣ３３（⑬ 

と⑨尾3３と０s
ここ刀
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ｏ
活
気
あ
ふ
れ
る
大
都
市
ジ
ャ
カ
ル
タ

首
都
ジ
ャ
カ
ル
タ
は
、
人
口
八
百
万
を
抱
え
る
東
南
ア
ジ
ア
最
大

の
都
市
で
す
。
モ
ダ
ン
な
高
層
ビ
ル
が
林
立
し
近
代
都
市
を
形
づ
く

る
反
面
、
旧
市
街
地
に
は
、
オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
時
代
に
築
か
れ
た
バ

タ
ビ
ア
の
面
影
が
残
る
洋
館
が
髄
在
し
て
い
ま
す
。
伝
統
と
近
代
の

同
居
す
る
町
で
も
あ
り
ま
す
。

早
朝
四
時
、
モ
ス
ク
（
イ
ス
ラ
ム
寺
院
）
か
ら
流
れ
る
コ
ー
ラ
ン

椰
子
の
葉
に
ふ
り
注
ぐ
南
国
の
灼
け
る
よ
う
な
陽
射
し
。
た
わ
わ

に
実
る
色
あ
ざ
や
か
な
果
物
の
数
々
。
こ
こ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
豊
か

な
自
然
に
恵
ま
れ
た
国
で
す
。

世
界
一
の
イ
ス
ラ
ム
大
国
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
。
大
小
一
万
三
千
あ
ま

り
の
島
々
か
ら
な
り
、
二
百
を
越
す
と
い
わ
れ
る
言
語
、
多
用
な
祇

族
を
抱
え
て
い
ま
す
。
推
定
人
口
一
億
八
千
万
人
二
九
九
一

年
）
。
そ
の
ほ
ぼ
九
○
％
が
イ
ス
ラ
ム
教
徒
で
す
。

世
界
最
大
の
群
島
国
家
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

ジ
ャ
カ
ル
タ
日
本
人
学
校

吉
備
町
立
岡
田
小
学
校

岡
山
市
立
宇
野
小
学
校

服渡

辺
英
信

部
城

饗
一
蝋
〉
》

漣
鈩
皇
電

かつて“オランダ女王の首飾りと”称された、世界最大の群島国家
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の
祈
り
が
街
を
包
み
ま
す
。
や
が
て
行
き
か
う
人
、
屋
台
。
パ
サ
ー

ル
（
市
場
）
に
は
南
国
の
果
実
、
新
鮮
な
魚
介
類
が
所
狭
し
と
並
・
へ

ら
れ
、
威
勢
の
よ
い
声
が
飛
び
か
い
ま
す
。
交
通
ル
ー
ル
を
無
視
す

る
か
の
よ
う
に
追
い
抜
き
合
う
車
。
所
か
ま
わ
ず
横
切
る
老
若
男

女
。
も
の
ご
い
す
る
人
々
・
新
聞
売
り
の
少
年
。
戦
後
の
日
本
の
復

興
期
を
思
い
出
さ
せ
る
よ
う
な
人
々
の
姿
が
あ
り
ま
す
。

蕊' 

罰
・＿グヴダ
鳥
鰔

ジャカルタ市街の様子
②
行
小
も
充
実
！

九
月
下
旬
の
日
珊
日
、
小
中
合
同
の
体
育
祭
は
、
当
地
の
日
本
人

会
に
あ
っ
て
も
大
き
な
お
祭
り
的
行
事
と
な
り
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
国
内
と
ほ
ぼ
同
様
で
す
が
、
四
つ
の
縦
割
り
に
分
か
れ
た
対
抗
種

目
や
、
応
援
合
戦
は
と
て
も
盛
り
上
が
り
ま
す
。
近
く
の
地
元
の
中

ｏ
ジ
ャ
カ
ル
タ
日
本
人
学
校

⑪
登
下
校
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス

ジ
ャ
カ
ル
タ
日
本
人
学
校
は
、
市
街
よ
り
や
や
南
の
郊
外
に
位
砥

し
ま
す
。
小
中
合
同
で
、
昨
年
末
現
在
、
一
○
五
○
名
。
校
舎
に
も

グ
ラ
ン
ド
に
も
、
子
供
が
溢
れ
て
い
る
と
い
っ
た
感
じ
で
す
。
笠
下

校
は
、
四
十
台
ほ
ど
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
、
朝
七
時
過
ぎ
に
は
グ
ラ

ン
ド
横
の
駐
車
場
に
次
々
と
大
型
バ
ス
が
集
ま
り
ま
す
。
日
の
出
が

六
時
で
す
か
ら
、
”
早
朝
”
に
な
り
ま
す
。
「
朝
の
ラ
ッ
シ
ュ
を
避

け
よ
。
」
と
い
う
当
政
府
か
ら
の
指
示
か
ら
だ
そ
う
で
す
。
下
校

は
、
珊
日
、
学
年
に
よ
り
異
な
り
ま
す
が
、
午
前
バ
ス
〈
十
二
時

発
）
と
午
後
パ
ス
（
三
時
発
）
の
二
回
に
分
か
れ
ま
す
。
教
師
は
、

下
校
指
導
の
一
環
と
し
て
毎
日
、
全
口
で
見
送
り
を
し
ま
す
。
交
皿

風
の
多
い
道
路
へ
入
る
の
は
難
し
く
、
約
二
十
分
間
、
灼
熱
の
下
で

の
汗
に
ま
み
れ
た
笑
顔
づ
く
り
が
、
一
日
の
最
後
の
仕
事
と
な
り
ま

す
。
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日の終わりは笑顔で

側
日
イ
友
好
キ
ャ
ン
プ
（
中
学
部
）

「
日
本
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
次
代
を
担
う
子
供
た
ち
が
、
一
泊
二

日
の
キ
ャ
ン
プ
生
活
を
通
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
や
文
化
を
よ
り
よ

く
理
解
し
、
友
椚
を
深
め
る
。
」

右
の
目
的
を
も
っ
て
、
毎
年
九
月
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
食
事
を

共
に
し
た
り
、
ゲ
ー
ム
な
ど
の
活
動
を
通
し
て
、
交
流
を
深
め
て
い

き
ま
す
。
メ
イ
ン
は
、
夜
の
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
で
す
。
お
互
い

の
伝
統
芸
能
を
披
露
し
合
っ
た
り
、
歌
や
掴
奏
を
交
換
し
合
っ
た
り

し
ま
す
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、
日
本
の
盆
踊
り
と
デ
ィ
ス
コ
で
盛
り

上
が
り
ま
す
。
夜
退
く
ま
で
、
二
つ
の
国
の
言
葉
が
一
つ
に
な
っ
て

響
き
ま
す
。

学
校
代
表
逸
手
を
招
待
し
て
の
友
好
リ
レ
ー
も
話
題
を
染
め
て
い
ま

す
。ま
た
、
中
学
校
は
六
月
に
文
化
祭
、
小
学
校
は
十
一
月
に
学
習
発

表
会
を
し
ま
す
。
子
供
た
ち
に
負
け
な
い
ぐ
ら
い
教
師
も
力
を
入
れ

て
と
り
く
み
ま
す
。
水
泳
肥
録
会
が
十
二
月
に
行
わ
れ
ま
す
が
、
年

間
水
泳
指
導
を
し
て
い
る
常
夏
な
ら
で
は
の
特
徴
だ
と
思
い
ま
す
。

中
学
部
の
修
学
旅
行
は
、
昨
年
よ
り
パ
リ
隅
で
の
三
泊
四
日
に
な

り
、
伝
統
芸
能
に
触
れ
た
り
、
海
、
山
の
自
然
に
触
れ
た
り
、
内
容

も
充
実
し
、
す
ば
ら
し
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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毎
年
十
一
月
、
地
元
の
二
つ
の
小
学
校
を
招
待
し
て
実
施
し
て
い

ま
す
。
活
動
は
、
学
年
単
位
で
、
主
に
体
育
館
や
グ
ラ
ン
ド
で
、

ゲ
ー
ム
や
歌
な
ど
を
一
緒
に
し
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
の
”

折
り
紙
”
遊
び
は
一
つ
の
パ
タ
ー
ン
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
お
互
い
に
名
刺
を
交
換
し
、
こ
の
日
を
契
機
に
芯
緒
で
の
や
り

と
り
を
始
め
た
児
童
も
数
名
い
ま
す
。

高
学
年
は
、
そ
れ
以
前
に
一
日
体
験
入
学
が
あ
り
ま
す
。
数
名
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
た
児
童
が
、
相
手
校
の
ク
ラ
ス
で
一
日
体
験
学

習
を
し
、
一
届
、
友
情
を
深
め
合
う
良
い
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
校
で
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
よ
う
と
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
理
解
の
授
業
を
週
一
時
間
ず
つ

設
定
し
て
い
ま
す
。

(4) 

交
流
学
習
（
小
学
部
）
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一致団結して、応援大賞！
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記念Ｔシャツで朝の体操
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バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
（
ダ
ッ
カ
）
で
の
生
活
も
三
年
の
任
期
が
終
わ

り
に
近
づ
き
ま
し
た
。

今
回
は
紙
面
を
借
り
て
第
二
の
故
郷
と
も
い
え
る
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

の
貧
し
い
子
供
達
の
榔
子
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

飛
行
機
は
ジ
ア
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
エ
ア
ポ
ー
ト
に
到
着
し

ま
す
。
先
ず
驚
く
こ
と
は
、
は
だ
し
で
裸
の
子
供
述
が
大
勢
「
ポ
ク

シ
ー
シ
ー
」
〈
神
の
お
恵
み
）
と
言
っ
て
寄
っ
て
来
る
こ
と
で
す
。

仕
珈
に
あ
り
つ
け
な
い
親
た
ち
を
助
け
る
た
め
に
、
子
供
述
が
稼
ぎ

手
と
な
り
外
国
人
目
当
て
に
寄
っ
て
来
る
の
で
す
。
ま
た
車
で
町
を

走
っ
て
い
る
と
、
あ
ち
こ
ち
で
、
信
号
が
赤
色
に
変
わ
る
や
い
な
や

数
人
の
少
女
た
ち
が
巾
や
力
車
（
目
娠
車
で
ひ
く
人
力
車
）
に
走
り

よ
っ
て
い
く
姿
が
目
に
つ
き
ま
す
。
彼
女
ら
は
、
通
行
人
に
花
輪
を

光
っ
て
い
る
の
で
す
。
彼
女
ら
の
唖
願
す
る
よ
う
な
声
、
空
腹
で
傷

つ
い
た
顔
、
ぽ
ろ
ぽ
ろ
の
服
が
人
々
の
心
を
打
ち
ま
す
。
花
輪
一
個

の
位
段
は
た
っ
た
Ｉ
Ｔ
Ｋ
（
約
三
円
〉
・
迎
が
よ
け
れ
ば
日
に
５

の
値
段
は
た
っ
た
Ｉ
Ｔ
Ｋ
（
約
三
円
〉

～
ｍ
Ｔ
Ｋ
稼
ぐ
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
子
供
た
ち

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
日
本
国
大
使
館
付
属
ダ
ッ
カ
日
本
人
学
校

野
上
雅
柳

子供の労働者

売れそうな物を袋の中へ入れる
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街
の
ご
み
箱
の
回
り
で
は
少
年
少
女
が
、
ほ
こ
り
と
汚
物
の
な
か

で
汚
れ
な
が
ら
、
紙
切
れ
、
壊
れ
た
瓶
、
空
き
缶
等
目
に
つ
く
も
の

は
何
で
も
大
き
な
袋
の
中
へ
ほ
う
り
込
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
ガ

ラ
ク
タ
市
で
売
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
子
供
た
ち
は
過
酷
労
働
と
戦
い
な
が
ら
の
生
活
を
し
て

い
る
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
陰
の
労
働
者
と
し
て
…

教
員
と
し
て
の
固
定
観
念
が
考
え
さ
せ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
子
供

は
「
学
校
に
通
う
」
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
だ
れ
も
が
学

校
に
通
う
べ
き
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

と
こ
ろ
が
、
よ
く
見
か
け
る
光
艘
と
し
て
、
前
述
し
た
よ
う
な
子
供

が
い
る
わ
け
で
す
。
自
転
車
の
ペ
ダ
ル
も
踏
め
な
い
よ
う
な
子
供

が
、
力
車
の
ペ
ダ
ル
を
踏
み
な
が
ら
収
入
を
得
て
い
る
の
で
す
。
そ

れ
も
大
人
を
乗
せ
て
歯
を
食
い
し
ば
り
な
が
ら
ペ
ダ
ル
を
踏
ん
で
い

る
の
で
す
か
ら
、
そ
ん
な
光
景
を
見
て
い
る
と
な
ん
だ
か
や
る
せ
な

い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
子
供
の
物
売

り
、
た
き
ぎ
ひ
ろ
い
な
ど
、
か
く
れ
た
所
に
は
も
っ
と
た
く
さ
ん
の

労
働
者
が
い
る
の
で
す
。
私
た
ち
の
考
え
る
お
手
伝
い
と
は
ま
っ
た

く
異
質
の
も
の
が
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。
働
い
て
い
る
子
供
達
も
知
り

た
い
と
か
、
学
び
た
い
と
い
う
意
欲
が
あ
り
ま
す
が
子
供
述
は
、
仕

事
を
し
て
い
る
た
め
学
校
へ
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す
。

そ
こ
で
働
き
な
が
ら
学
べ
る
学
校
（
私
立
）
が
何
校
か
あ
る
と
間

バナナを売る少女

－２４－ 



き
訪
れ
て
み
ま
し
た
。
貧
し
く
て
働
く
子
供
達
に
教
育
の
機
会
を
与

え
て
幸
福
な
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
と
い
う
願
い
か
ら
出
発
し
た
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
家
庭
が
貧
し
く
て
正
規
の
学
校
へ
行
く
こ
と
が

で
き
な
い
子
供
が
来
て
い
ま
す
。

学
校
に
行
く
こ
と
は
、
難
し
い
こ
と
で
は
な
い
の
で
す
。
そ
れ
よ

り
も
学
校
に
い
く
と
収
入
が
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
の
方
が
問
題
が

大
き
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
学
校
へ
は
、
行
け
な
い
の
で
は
な
く
、

行
か
な
い
の
で
す
。
学
校
を
調
べ
て
い
る
時
に
、
あ
る
校
奨
先
生
が

「
八
月
は
お
金
が
な
く
先
生
方
へ
給
料
も
は
ら
え
な
い
の
で
す
。
ま

た
、
蚊
地
も
狭
く
、
篭
気
も
な
け
れ
ば
机
も
椅
子
も
な
い
の
で
す
。

せ
め
て
、
教
室
だ
け
と
思
い
空
き
地
に
パ
ン
プ
ー
（
竹
）
で
小
屋
を

建
て
ま
し
た
。
子
供
達
に
は
、
お
金
の
負
担
は
さ
せ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
も
学
校
に
来
る
こ
と
の
で
き
な
い
子
供
述
が
た
く
さ
ん
い
ま

す
。
こ
の
現
状
を
な
ん
と
か
し
て
ほ
し
い
で
す
。
」
と
涙
な
が
ら
に

鯨
え
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
し
て
も
ど
こ
の
学
校
へ
訪
問
し
て
も
子

供
達
は
、
私
の
所
に
す
ぐ
寄
っ
て
来
ま
す
し
、
カ
メ
ラ
を
向
け
る
と

ポ
ー
ズ
を
と
り
ま
す
。
本
当
に
無
邪
気
で
い
い
と
思
い
ま
す
。
や
は

り
ど
こ
の
国
で
も
将
来
を
背
負
っ
て
立
つ
の
は
子
供
た
ち
な
の
で

す
。
教
員
で
あ
る
が
ゆ
え
な
の
で
し
ょ
う
か
、
学
び
た
い
気
持
ち
を

な
ん
と
か
し
て
や
り
た
い
も
の
で
あ
る
と
痛
感
し
て
し
ま
う
の
で

す
。

勤務のあい間、学校に通う子供（後方は学校）
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舟のこぎ手の子供
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１
本
枚
の
概
要
と
取
り
組
み

本
校
は
、
ド
イ
ツ
迎
邦
共
和
国
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
・
ヴ
エ
ス
ト

フ
ァ
ー
レ
ン
州
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
市
内
に
州
文
部
大
臣
の
認
可
を

受
け
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
児
童
・
生
徒
総
数
は
、
九
百
五
十
名
ほ

ど
で
あ
り
大
規
模
枝
の
類
に
属
し
て
い
ま
す
。
そ
の
数
か
ら
も
察
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
在
留
邦
人
数
も
相
当
の
数
に
逸
し
て
い
ま

す
。
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
総
領
駆
館
の
発
表
に
よ
り
ま
す
と
、
十
Ｎ

一
日
現
在
、
七
千
四
百
四
十
三
名
に
も
及
ぶ
と
い
う
こ
と
で
す
。
邦

人
数
は
、
世
界
的
に
見
て
第
十
一
位
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
社
会
環
境
の
中
で
、
本
校
は
「
国
際
化
時
代
を
た
く

ま
し
く
生
き
る
子
ど
も
の
育
成
」
を
教
育
目
標
に
掲
げ
、
そ
の
逝
成

へ
向
け
て
励
ん
で
い
ま
す
。

取
り
組
み
例
と
し
て
、
マ
ツ
ク
ス
シ
ュ
ー
レ
、
ド
ン
ク
シ
ュ
ー

ヒ
ッ
ェ
チ
リ
エ
ン
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
な
ど
の
現
地
枚
と
の
交
流
。
キ

ン
ダ
ー
コ
ァ
（
合
唱
団
）
学
校
祭
、
各
柧
地
域
行
本
（
マ
ル
チ
ン

祭
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
、
カ
ー
ニ
バ
ル
）
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
地
域
社
会

現
地
理
解
教
育
を
通
し
て
ド
イ
ツ
の
農
業
を
探
る

デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
日
本
人
学
校教
諭
薄

茂
樹

霧
=、

北
輯
馴
区
Ｍ
分

〃

、６０９［

臣紐６瓜４７分

デユッセノレドノレフの位腫
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と
の
交
流
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
週
二
時
間
の
ド
イ
ツ

語
授
業
。

し
か
し
な
が
ら
、
ふ
れ
合
い
の
場
の
み
で
は
、
主
観
的
理
解
に
陥

り
易
く
、
客
観
的
理
解
の
面
が
欠
落
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
強
い

て
は
、
そ
の
場
の
券
囲
虹
の
み
で
国
民
性
を
も
判
断
し
て
し
ま
う
と

い
う
恐
れ
も
あ
る
わ
け
で
す
。
私
の
考
え
で
は
、
そ
の
国
の
「
人
間

の
営
み
」
に
つ
い
て
見
臓
を
深
め
た
り
、
思
考
し
た
り
す
る
場
が
必

要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
主
観
と
客
観
が
相
互
し
て
、
現
地
理
解
教

育
が
な
せ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
社
会
科
を
通
し
て
の
現
地
理
解
教

育
の
例
を
次
に
あ
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

２
ド
イ
ツ
の
農
家
ｌ
セ
ロ
リ
を
育
て
る
ｌ

デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
市
は
州
都
で
あ
り
、
商
業
都
市
・
工
業
都
市

の
顔
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
農
業
は
盤
ん
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

も
、
一
学
年
百
二
十
名
ほ
ど
の
児
童
が
交
通
機
関
を
利
用
し
遠
方
ま

で
見
学
に
出
か
け
る
こ
と
も
困
難
で
す
（
特
に
ド
イ
ツ
人
は
音
に
対

し
て
厳
し
い
）
。
そ
こ
で
、
ラ
イ
ン
河
畔
の
広
い
畑
に
目
を
つ
け

（
貸
し
農
園
は
多
い
）
、
何
日
も
そ
の
持
ち
主
の
現
れ
の
を
待
ち
続

け
ま
し
た
。
あ
る
日
、
持
ち
主
で
あ
る
フ
ォ
ッ
セ
ン
さ
ん
に
出
会
う

こ
と
が
で
き
、
片
言
の
ド
イ
ツ
語
で
挨
拶
を
交
わ
し
主
旨
を
説
明
す

る
と
喜
ん
で
引
き
受
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
（
そ
の
晩
、
ワ
イ
ン

お年寄りのためのクリスマス会出演（ドイツ語の歌４曲）
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を
持
っ
て
再
度
訪
問
）
。
そ
し
て
子
供
た
ち
と
見
学
に
行
き
、
仕
事

の
内
容
、
苦
労
や
喜
び
、
出
荷
方
法
、
野
菜
の
穂
類
、
ド
イ
ツ
の
農

業
問
題
な
ど
を
て
い
ね
い
に
晩
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
子
供
た

ち
に
と
っ
て
は
、
生
き
た
学
習
に
な
り
ま
し
た
。

夏
の
間
の
労
働
時
間
は
十
四
、
五
時
間
で
あ
り
、
午
後
八
時
前
に
終

わ
る
こ
と
ば
な
い
こ
と
、
昔
は
「
良
い
土
地
は
災
い
お
金
を
稼

ぐ
。
」
と
い
わ
れ
て
い
た
も
の
が
、
今
で
は
「
良
い
土
地
で
も
砧
物

が
安
く
な
っ
て
い
る
の
で
も
う
か
ら
な
い
。
」
と
い
う
こ
と
な
ど
を

お
聞
き
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
農
産
物
が
市
場
に
出
回
っ
て
い
る
の
か
と

い
う
こ
と
を
調
べ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
や
マ
ル
ク
ト
（
市
場
）
で
売
ら
れ
て
い
る
品
物
の
シ
ー
ル
を
染
め

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
図
や
世
界
地
図
に
貼
っ
て
い
く
の
で
す
．
す
る
と
、

お
も
し
ろ
い
こ
と
に
ス
ペ
イ
ン
産
、
イ
タ
リ
ア
産
の
物
が
多
い
こ
と

に
気
が
付
き
ま
し
た
。
子
ど
も
達
は
、
ど
う
し
て
だ
ろ
う
と
考
え
ま

す
。
さ
ら
に
柵
・
へ
て
み
る
と
、
十
数
年
前
ま
で
は
当
地
で
も
冬
に
な

る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
野
菜
が
市
場
か
ら
姿
を
消
し
、
新
鮮
な
野
菜
を

手
に
入
れ
る
こ
と
す
ら
難
し
か
っ
た
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
一
九
五

七
年
Ｅ
Ｃ
の
発
足
と
共
に
ド
イ
ツ
で
も
他
国
の
例
に
も
れ
ず
、
各
国

の
野
菜
が
市
場
に
出
回
り
、
特
に
一
九
八
六
年
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
が
十
二

か
国
に
蝋
え
た
こ
と
に
伴
い
、
近
年
で
は
季
節
を
問
わ
ず
新
鮮
な
各

セロリの収穫
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野
菜
が
買
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
の
こ
と
で
す
。
こ
の
こ
と

は
、
逆
に
ド
イ
ツ
股
業
を
圧
迫
さ
せ
る
原
因
に
も
な
っ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
平
均
、
日
本
の
農
家
の
十
四
倍
も
の
耕
地
面
秋
を
持
つ
ド

イ
ツ
の
農
家
も
後
継
者
問
題
に
頭
を
抱
え
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
で

す
。
セ
ロ
リ
の
こ
と
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
理
解
で
き
ま
し

た
。

３
お
わ
り
に

こ
う
や
っ
て
見
て
き
ま
す
と
、
い
か
に
積
極
的
に
働
き
か
け
る
こ

と
が
大
切
か
と
い
う
こ
と
に
気
付
き
ま
す
。
ア
ウ
ス
レ
ン
ダ
ー
（
外

国
人
）
排
斥
の
間
皿
で
揺
れ
動
い
て
い
る
ド
イ
ツ
。
Ⅲ
じ
過
ち
は
二

度
と
起
こ
さ
な
い
で
あ
ろ
う
と
私
は
信
じ
て
い
ま
す
。
ド
イ
ツ
で
学

ぶ
子
供
た
ち
の
た
め
、
さ
ら
に
現
地
理
解
教
育
を
進
め
て
い
く
つ
も

り
で
す
。

セロリ畑でフオッセンさんと
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〔
ロ
ン
ド
ン
補
習
授
菜
枚
の
実
態
の
い
く
つ
か
〕

ロ
ン
ド
ン
で
は
日
本
人
学
校
と
補
習
授
業
枚
が
併
股
さ
れ
て
、
今

年
二
九
九
三
年
）
で
十
七
年
目
に
な
る
。
ま
た
補
習
授
業
校
は
二

十
七
年
前
に
二
十
名
の
子
供
た
ち
の
「
日
本
語
教
室
」
（
会
貝
制
）

に
端
を
発
し
、
毎
年
児
童
生
徒
数
は
増
加
の
一
途
を
辿
り
、
昨
年
の

頂
上
で
は
千
八
百
三
十
一
名
を
数
え
る
に
至
っ
た
。

児
童
生
徒
の
大
半
は
日
本
企
業
海
外
駐
在
貝
の
子
女
で
あ
る
が
、

同
じ
よ
う
に
日
本
か
ら
英
国
に
来
て
も
日
本
人
学
校
を
週
ぷ
者
と
補

習
授
業
枚
を
週
ぷ
者
と
に
分
か
れ
、
そ
の
比
率
は
ほ
ぼ
一
対
二
で
あ

る
。
補
習
授
業
校
を
週
ぷ
理
由
の
多
く
は
「
せ
っ
か
く
英
語
圏
に
来

た
の
だ
か
ら
現
地
の
学
校
に
」
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。

補
習
授
業
枚
の
児
童
生
徒
が
在
籍
す
る
現
地
の
学
校
と
言
っ
て
も

極
々
榔
々
で
あ
り
、
ま
た
多
数
に
及
ぶ
。
い
わ
ゆ
る
英
国
の
公
立
枝

と
私
立
枝
、
そ
れ
も
地
域
に
よ
り
学
校
に
よ
っ
て
内
容
は
複
数
多
岐

日
本
と
日
本
人
の
真
の
国
際
性
酒
養

の
た
め
に
「
地
の
塩
」
を
育
て
る
こ
と
を

ロ
ン
ド
ン
補
習
枝

成
石
瀞
之

日本人学校（アクトン校舎）正面玄関付近
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で
あ
り
、
そ
し
て
国
際
学
校
（
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
）

等
、
全
部
〈
基
礎
・
小
学
・
中
学
・
高
校
）
で
六
百
校
を
越
え
る
。

特
に
英
国
の
公
立
枚
は
全
て
無
償
で
あ
る
こ
と
か
ら
多
槻
な
国
籍
の

子
供
運
が
集
ま
り
、
三
十
か
ら
四
十
の
国
輔
の
子
が
い
る
の
は
ご
く

普
通
で
あ
る
。
最
近
は
財
政
的
に
困
難
で
少
な
く
は
な
っ
た
も
の

の
、
低
学
年
を
対
象
に
英
会
話
を
特
別
指
導
す
る
学
校
も
少
な
く
な

い
。簸
近
の
調
在
に
よ
る
と
、
補
習
授
業
校
の
児
童
生
徒
の
約
十
二
％

は
日
本
へ
の
帰
国
の
予
定
を
持
た
な
い
か
、
永
住
を
決
め
て
い
る
。

毎
年
「
基
礎
部
（
日
本
語
を
生
活
言
語
と
し
て
い
な
い
義
務
教
育
年

齢
の
子
を
対
象
と
す
る
）
」
へ
の
新
入
学
希
望
が
増
え
、
五
学
級
を

設
置
し
て
い
る
が
常
に
「
ウ
エ
イ
テ
イ
ン
グ
（
入
学
待
機
）
」
が
絶

え
な
い
。
こ
こ
に
は
日
本
人
以
外
の
入
学
希
望
も
あ
る
。

本
校
で
は
国
語
科
（
文
部
省
基
準
に
よ
る
が
、
基
礎
部
だ
け
は
日

本
識
科
）
を
学
習
指
導
し
て
お
り
、
時
折
各
部
の
授
業
を
体
験
す
る

が
、
日
本
で
三
十
年
近
く
中
学
校
の
国
語
教
育
を
守
っ
て
き
た
中
で

は
想
像
も
つ
か
な
か
っ
た
、
楽
し
い
場
面
に
週
遇
す
る
。
例
え
ば
、

日
本
の
国
語
教
育
で
は
ど
う
し
て
も
「
読
む
こ
と
」
「
番
く
こ
と
」

に
偏
り
が
ち
で
あ
る
。
特
に
子
供
は
成
長
す
る
に
従
っ
て
「
話
す
こ

と
」
か
ら
速
さ
か
ろ
う
と
す
る
。
教
室
の
発
簡
や
発
表
は
一
部
の
生

徒
の
活
動
に
な
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
補
習
授
業
校
の
子
供
の
自

く
お
く
れ
る
よ
う
、
国
語
教
育
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
」

先
述
の
よ
う
な
実
態
を
深
く
観
察
す
る
に
つ
け
、
も
っ
と
積
極
的

な
「
補
習
授
業
校
教
育
」
を
榊
想
し
て
み
た
い
と
考
え
て
、
一
九
九

○
年
に
「
補
習
授
業
枝
教
育
全
体
計
画
」
を
仮
説
的
に
設
定
し
、
一

年
間
樺
々
な
形
で
折
り
に
ふ
れ
て
は
検
肛
を
Ⅲ
ね
て
き
た
。
一
週
間

に
一
日
だ
け
の
、
し
か
も
国
語
（
日
本
語
）
科
と
学
級
指
導
、
そ
れ

に
十
分
な
時
川
の
と
れ
な
い
学
校
行
叩
だ
け
で
「
教
育
計
間
」
は
大

仰
だ
と
の
誹
り
も
あ
る
。
し
か
し
学
校
を
営
み
、
人
間
教
育
を
目
指

す
以
上
、
学
校
教
育
と
し
て
の
全
体
像
を
持
ち
、
何
が
で
き
る
か
、

ど
の
部
分
が
力
及
ば
ぬ
か
、
将
来
ど
の
分
野
を
開
拓
し
て
い
く
べ
き

か
を
明
確
に
し
て
い
き
た
い
と
い
う
切
な
る
思
い
が
あ
っ
た
。

三
年
ほ
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
住
ん
で
み
て
肢
も
気
が
か
り
な
の
は
、

日
本
で
言
わ
れ
る
と
こ
ろ
の
「
国
際
性
」
と
い
う
言
葉
で
あ
る
。
国

と
図
、
廿
都
か
ら
廿
都
を
一
乃
至
三
時
側
ほ
ど
で
行
き
来
で
き
、
陸

続
き
で
国
境
を
接
し
て
い
る
国
同
志
は
、
確
か
に
近
い
。
日
本
を
遠

在
住
の
日
本
人
子
女
等
を
対
象
に
、
冊
国
後
の
学
校
生
活
が
支
障
な

己
表
現
（
顕
示
）
は
実
に
盛
ん
で
、
正
に
「
話
す
こ
と
」
「
聞
く
こ

と
」
の
学
習
場
面
を
生
き
生
き
と
演
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

〔
典
型
的
な
英
旙
圏
に
お
け
る
補
習
授
巣
枚
教
育
の
使
命
〕

「
学
則
」
は
言
う
。
「
本
校
は
、
現
地
校
に
通
学
し
て
い
る
英
国

－３３－ 
































































































































































